
熊本高専の教育モデル 

ナンバーワンを目指す熊本高専の構築に向けて 

熊本高専 副校長 

下田貞幸 

日中大学フェア＆フォーラム in CHINA 2018 



熊本高専の概要 

九州の中央に位置し，２キャンパスを有する 

熊本城 八代妙見祭（ユネスコ無形文化遺産） 



ICT系３学科+１専攻 

熊本高専の学科構成（６学科２専攻） 

融合・複合３学科＋１専攻 

学生数：本科１,２８２名，専攻科１３７名（2017年度） 



これまでの取り組み 

地域連携の例（地域イノベーションセンター） 

• 新・閃きイノベーション 

• 連携プロジェクト：い草水耕栽培・早期育成技術開発 

            ：土木建築分野先端空間情報利用 

• 地域温泉街再生 

 

情報リテラシー，情報セキュリティの例（ICT活用学習支援センター） 

• サイバーセキュリティ・トレーニング 

• 熊本高専生によるパソコン教室 

 

 

国際交流の例（グローバル・リーダーシップ育成センター） 

• シンガポール英語キャンプ 

• JSTS/ISTS 

 

 

理科教育支援の例（科学技術教育室） 

• 小学校ネットワーク理科事業 

• 中学校連携理科授業 

• おもしろサイエンスわくわく実験講座 
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■ 概要 

経済産業省や文部科学省は，日本経済の新たな成長に向けて「グローバル人材育成」の推進を強化し

ていることは明らかである．これは日本が世界の激しい競争の中で生き残っていくために必要なことで

あり，工学系技術を学ぶ高専の学生諸君には技術力だけでなく，異文化理解と活用力，さらに英語によ

るコミュニケーション力が求められているからであろう．国内に留まって仕事をする者にとっても外国

との折衝が必要不可欠である現状を認識し，これらの能力を高めていくことが重要である． 

このような現状を踏まえ，熊本高等専門学校は，全国の国立高専に在籍する学生を対象とした，異文

化に肌で触れながら英語力を向上させる語学研修を実施したので報告する．  

 

■ 日程，開催場所および参加人数 

 日程：平成 28 年 8 月 13 日（土）～29日（月）の 17日間 

 開催場所：Singapore Polytechnic, School of Communication, Arts and Social Sciences 

 参加者数：18 名(苫小牧高専 1 名、旭川高専 1名、一関高専 1名、仙台高専 2名、秋田高専 1名、石

川高専 1名、沼津高専 2名、鳥羽商船高専 1名、舞鶴高専 1名、奈良高専 1名、香川高専

1名、久留米高専 1名、有明高専 1名、佐世保高専 1名、熊本高専 1名、都城高専 1名) 

 

■ プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 活動の様子  

 これまで学生が経験してきた，

知識教授型のいわゆる「座学」で

はなく，学生の積極的な参加と活

動が主という授業スタイルで進ん

でいくため，学生が自ら学ぶ姿勢

で取り組みことが重要である．授

業のコンテンツも英語に慣れ親し

むことにも配慮されており，英語の歌を取り入れたり，日本文化を現地学生に紹介するためのCulture 

Exchange Dayを作り，シンガポールポリテク全学に公開するなど，イベントを通して英語を活用する

機会がふんだんに設けられてあった．また，教室での授業だけでなく，異文化理解のプログラムや日

系企業の見学、さらには市中に出てボランティア活動を通じて市民生活に触れるなど，様々な活等を

取り組みを組み込むことで，参加学生の学習意欲を盛り上げ、実践的な経験を積むことができた． 

 

 

 

 

日 程 曜日 プログラム内容 

8 月 13-14 日 土-日 移動 

8 月 14 日 日 オリエンテーション 

8 月 15-19 日 月-金 語学研修 

8 月 20-21 日 土-日 施設見学，課外活動など 

8 月 22 日-26 日 月-木 語学研修 

8 月 25 日 木 ボランティア活動、 

8 月 26 日 金 最終発表、企業見学 

8 月 28-29 日 日-月 帰国 
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1) 日本語および英語のコミュニケーション能力を有する技術者 

2) ICTに関する基本的技術および工学への応用技術を身に付けた技術者 

3) 各分野における技術の基礎となる知識と技能およびその分野の専門技術に関す

る知識と能力を持ち，複眼的な視点から問題を解決する能力を持った技術者 

4) 知徳体の調和した人間性および社会性・協調性を身に付けた技術者 

5) 広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付けた技術者 

6) 知的探求心を持ち，主体的，創造的に問題に取り組むことができる技術者 

1) 日本語および英語のコミュニケーション能力を有する技術者 

2) ICTに関する基本的技術および工学への応用技術を身に付けた技術者 

3) 各分野における技術の基礎となる知識と技能およびその分野の専門技術に関す

る知識と能力を持ち，複眼的な視点から問題を解決する能力を持った技術者 

4) 知徳体の調和した人間性および社会性・協調性を身に付けた技術者 

5) 広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付けた技術者 

6) 知的探求心を持ち，主体的，創造的に問題に取り組むことができる技術者 

熊本高専が育成する人材像 



モデルコアカリキュラムと分野横断的能力 

モデルコアカリキュラムでの 

分野横断的能力の位置付け 

• 画一化した教育方法による 

育成が困難な能力 

• 高専における教育方法や評 

価の手法等を高専間で広く共 

有展開を図る 

• PBLやインターンシップ等の 

様々な手法により教育 
 

高専機構プロジェクト（H27〜拠点校） 

「分野横断的能力のアセスメント指標の開発と育成カリキュラムモデルの構築」 

• アセスメントのための能力別評価指標（ルーブリック）の提案 

• アセスメント実践のための教育的関与の方法等をまとめたパッケージの提案 

• 分野横断的能力育成のためのカリキュラムモデルの提案 

出典：モデルコアカリキュラム ー参考資料ー 平成２９年4月２８日 



地域等との協働教育の発展 

 

• リベラルアーツ教育×分野横断的能力育成 

 

• 実践力・研究力の基盤となる総合力の向上 

 

• 人財還流型オープン・イノベーション基盤の構築 

 

• ひとつのプラットフォームで在校生，卒業生，教員，地域・企業が繋がり続ける 

  ➡︎地域を牽引する人財に 

 

• 高度で力強い高専力（専門知識・技術×分野横断的能力）を備えた人財を輩出 

 

熊本モデルの教育      Society5.0人財の育成 

協働による教育，PBL 

 

情報セキュリティ人材育成 

 

グローバル教育，CDIO 

 

・・・ 

熊本高専のこれから：熊本モデルの構築 



ナンバーワンへの取り組み（熊本モデル構築に向けて） 

１. リベラルアーツ＋分野横断的能力 ➡︎ 総合力強化 

【実施体制と事業イメージ】
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ナンバーワンへの取り組み（熊本モデル構築に向けて） 

２. オープン・イノベーション基盤の構築による人財育成 
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熊本高専は 

 

熊本モデルでの教育により 

人間中心の社会づくりへの貢献 

 

を目指します 


